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現
行
の
国
会
法
（
昭
和
一
一
二
年
四
月
三
○
日
法
律
第
七
九
号
）
が
成
立
し
た
の
は
一
九
四
七
年
で
あ
る
。
こ
の
国
会
法
は
、
日
本
国
憲

法
を
う
け
て
日
本
の
議
会
の
姿
を
帝
国
議
会
か
ら
国
会
へ
と
転
換
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
会
議
中
心
主
義
か
ら
委
員
会
中
心
主
義
へ

の
転
換
、
国
会
の
制
度
的
権
限
強
化
と
い
っ
た
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

国
会
法
の
原
案
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
六
年
六
月
以
降
、
衆
議
院
の
「
議
院
法
規
調
査
委
員
会
」
お
よ
び
政
府
の
「
臨
時
法
制
調
査

会
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
た
実
質
的
な
法
案
作
成
期
間
は
、
憲
法
論
議
が
ほ
ぼ
一
段
落
す
る
一
九

四
六
年
九
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
法
案
作
成
に
あ
た
っ
て
、
国
会
法
案
の
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
民
政
局
国
会
課
長
で
あ
る

ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
を
中
心
と
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
と
衆
議
院
職
員
を
中
心
と
す
る
日
本
サ
イ
ド
と
の
、
数
度
に
わ
た
る
交
渉
の
中
で
の
「
指

示
」
↓
「
草
案
作
成
」
、
と
い
う
作
業
の
繰
り
返
し
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

国
会
法
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
に
何
度
も
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
根
幹
と
な
る
一
九
四
七
年
国
会
法
の
制
定
過
程
に

見
ら
れ
る
論
議
は
、
今
日
な
お
重
要
で
あ
る
。
現
在
の
国
会
の
性
格
を
理
解
す
る
上
で
、
多
く
の
示
唆
に
富
ん
で
お
り
、
実
質
的
審
議
レ

ベ
ル
に
お
い
て
の
議
論
重
視
の
方
針
の
導
入
や
、
委
員
会
中
心
主
義
の
導
入
に
と
も
な
う
審
議
構
造
の
変
化
、
さ
ら
に
帝
国
議
会
当
時
に

論
議
さ
れ
た
改
革
案
で
あ
る
常
置
委
員
会
制
度
に
関
す
る
議
論
な
ど
は
注
目
に
値
す
る
。

一
九
四
七
年
に
日
本
国
憲
法
下
に
お
い
て
成
立
し
た
国
会
法
は
、
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
多
く
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
と
く
に

成
立
時
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
の
一
○
年
間
に
は
、
語
句
修
正
ま
で
含
め
れ
ば
七
回
に
わ
た
る
改
正
が
な
さ
れ
、
制
度
的
に
も
最
も
大
き

第
二
章
国
会
委
員
会
制
度
の
定
着
過
程

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

ヨー
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章
の
目
的
と
し
て
い
る
。

な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
’
九
四
八
年
の
第
二
次
改
正
、
一
九
五
五
年
の
第
五
次
改
正
、
一
九
五
八
年

の
第
七
次
改
正
は
、
他
に
突
出
し
た
存
在
で
あ
る
。
こ
の
三
度
の
改
正
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
箇
所
が
数
十
条
に
及
ぶ
規
模
の
大
き
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
国
会
運
営
の
基
本
方
針
に
か
か
わ
る
改
正
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
内
容
的
に
も
国
会
制
度
全
体
に
大
き
な
変
更
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制
期
を
通
じ
て
長
く
定
着
し
て
い
く
と
い
う
点
か
ら
鑑
み
て
も
、
五
五
年
型

政
治
配
置
以
降
の
国
会
審
議
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
重
要
性
は
高
い
。

本
章
で
は
、
一
九
四
八
年
、
一
九
五
五
年
、
一
九
五
八
年
の
三
回
の
国
会
法
改
正
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
経
緯
、
改
正
内
容
、
改
正
に

よ
る
影
響
を
個
別
に
分
析
す
る
。
こ
の
際
、
複
合
的
視
点
に
立
っ
て
、
占
領
期
か
ら
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制
の
初
期
に
い
た
る
一
○
年
に

お
い
て
、
国
会
法
の
制
度
変
化
、
お
よ
び
委
員
会
審
議
制
度
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ
た
の
か
を
主
と
し
て
議
会
側
の
動
向
に
視
点
を

置
く
｝
」
と
に
よ
り
考
察
す
る
。
と
く
に
、
成
立
当
時
の
国
会
法
お
よ
び
、
そ
の
成
立
過
程
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
く
。
五

五
年
型
政
治
配
置
下
で
定
着
し
た
現
行
の
国
会
審
議
シ
ス
テ
ム
が
固
定
化
す
る
以
前
に
お
い
て
、
当
時
目
指
し
た
国
会
の
方
向
性
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
現
在
の
国
会
制
度
と
の
共
通
項
や
、
相
違
点
の
検
証
も
本

一
国
会
法
草
案
前
段
階
に
お
け
る
議
論

一
九
四
六
年
六
月
二
○
日
に
、
「
帝
国
憲
法
改
正
案
」
が
第
九
○
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
八
月
二
四
日
に
は
、
衆
議
院
本
会
議
で

修
正
可
決
の
上
、
貴
族
院
に
送
付
さ
れ
審
議
に
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
新
憲
法
に
沿
っ
た
主
要
関
連
法
案
の
整
備
作
業
が
、

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
三
）
〈
岡
崎
）

六
九

第
一
節
国
会
制
定
過
程
に
み
る
委
員
会
制
度
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議
院
法
規
調
査
委
員
会

衆
議
院
に
お
い
て
、
国
会
法
改
正
の
た
め
の
委
員
会
で
あ
る
、
「
議
院
法
規
調
査
委
員
会
」
は
、
一
九
四
六
年
の
六
月
一
八
日
、
各
派

交
渉
会
に
お
い
て
設
置
が
決
定
し
た
。
委
員
会
は
、
衆
議
院
議
長
・
副
議
長
に
加
え
、
各
派
か
ら
の
二
○
名
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
た
。
七
月
八
日
に
初
会
合
を
設
け
、
そ
の
後
八
月
ま
で
に
三
回
の
会
合
を
お
こ
な
っ
た
。
八
月
三
○
日
に
は
、
「
議
院
法
規
調
査
委
員

（
１
）
 

会
要
綱
（
以
後
、
「
法
規
委
員
会
夢
綱
」
）
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
「
法
規
委
員
今
云
要
項
」
は
、
九
月
四
日
に
発
表
さ
れ
、
翌
日
に
は
新
聞
各

（
２
）
 

紙
に
概
要
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
「
要
綱
」
と
、
臨
時
法
制
調
査
会
に
お
け
る
「
国
会
法
案
要
綱
試
案
」
（
以
降
、
「
調
査
〈
雪
試
案
」
）
、
の

（
３
）
 

一
一
つ
の
原
案
を
比
較
し
た
場
〈
ロ
、
相
違
点
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
と
く
に
会
期
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
両
者
の
意
見
の
違
い
が
明
瞭

で
あ
る
。
「
調
査
会
試
案
」
で
は
、
通
常
国
会
を
四
ヶ
月
と
し
、
臨
時
会
、
特
別
会
の
設
置
は
内
閣
が
決
定
す
る
と
し
た
。
こ
れ
に
た
い

し
、
「
法
規
委
員
会
要
綱
」
で
は
通
常
国
会
を
一
月
召
集
で
五
ヶ
口
只
臨
時
会
お
よ
び
特
別
会
は
両
院
の
合
意
の
上
に
決
定
す
る
と
な
っ

（
４
）
 

て
い
る
。
会
期
延
長
に
つ
い
て
も
、
「
法
規
委
員
会
要
綱
」
で
は
、
両
院
〈
口
議
の
上
決
定
す
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
「
調
査
会
試
案
」

で
は
、
両
院
合
議
の
上
、
ま
た
は
内
閣
が
両
院
の
合
議
を
得
て
決
定
す
る
、
と
あ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

七
○

次
々
と
着
手
さ
れ
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
国
会
法
の
構
想
段
階
に
は
、
議
会
、
内
閣
及
び
官
僚
、
そ
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
と
い
う
三

者
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
、
あ
る
い
は
関
連
し
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
「
議
会
に
お
け
る
討
議
の
三
原
則
」

の
発
表
が
あ
っ
た
一
九
四
六
年
六
月
に
は
、
内
閣
で
は
日
本
国
憲
法
の
制
定
に
と
も
な
う
主
要
法
制
度
の
整
備
を
目
的
と
し
た
「
臨
時
法

制
調
査
会
」
が
設
置
さ
れ
、
議
院
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
そ
の
う
ち
の
第
二
部
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
。
こ
れ
と
並
行
し

て
、
議
会
で
も
「
議
院
法
規
調
査
委
員
会
」
を
独
自
に
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
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臨
時
法
制
調
査
会

内
閣
に
よ
っ
て
一
九
四
六
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
法
制
調
査
会
は
、
制
定
予
定
の
新
憲
法
に
沿
っ
た
主
要
法
案
の
改
正
の
検
討
を

（
７
）
 

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
議
院
法
の
改
正
は
、
第
一
一
部
会
に
お
い
て
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
八
月
一
一
一
一
日
に
は
「
調
査
会
試
案
」
が
固

め
ら
れ
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
八
月
二
一
日
に
開
か
れ
た
臨
時
法
制
調
査
会
第
一
一
回
総
会
に
お
い
て
、
第
二
部
会
長
が
発
表
し
て

い
る
。
「
調
査
会
試
案
」
の
一
八
項
目
の
う
ち
「
法
規
委
員
会
要
綱
」
で
掲
げ
ら
れ
た
国
会
審
議
に
関
わ
る
主
要
な
論
点
と
し
て
は
、
常

（
８
）
 

置
委
員
会
（
第
●
十
四
）
、
｜
事
不
再
議
の
原
則
導
入
（
第
十
六
）
、
会
期
を
四
箇
月
と
す
る
、
両
院
協
議
△
室
、
政
府
委
員
制
度
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
項
目
の
う
ち
、
会
期
は
四
箇
月
と
い
う
提
案
が
国
会
法
で
は
一
五
○
日
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
を
除
き
、
そ
の
ほ
か
は
国
会
法

の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
常
置
委
員
会
、
一
事
不
再
議
の
原
則
、
政
府
委
員
、
両
院
協
議
会
は
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
の
項
目
に
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
政
府
案
で
あ
る
「
調
査
会
試
案
」
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
常
任
委
員
会
に
関
す
る
事
項
が
あ
る
。
「
法
規
委
員

（
５
）
 

△
室
要
綱
」
は
、
常
置
委
員
の
設
置
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
継
続
委
員
の
廃
止
も
明
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
院
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

新
憲
法
の
条
文
を
踏
ま
え
て
「
法
規
委
員
会
要
綱
」
で
は
、
よ
り
衆
議
院
の
優
位
性
を
明
確
に
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
と
く
に
会
期
に
関
し
て
は
国
会
と
内
閣
の
権
限
に
つ
い
て
両
者
の
認
識
に
違
い
が
あ
り
、
議
会
案
で
あ
る
「
法
規
委

（
６
）
 

員
会
要
綱
」
の
ほ
う
が
よ
り
国
〈
玄
、
と
く
に
衆
議
院
の
権
限
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
、
決
定
事
項
を
み

る
か
ぎ
り
、
常
置
委
員
会
を
除
け
ば
審
議
機
能
に
関
す
る
詳
細
な
設
定
事
項
に
関
す
る
記
載
は
少
な
く
、
そ
の
内
容
は
、
会
期
、
役
員
の

選
任
、
議
院
の
構
成
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
二
）
〈
岡
崎
）

七
一
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常
置
委
員
会
制
度
を
め
ぐ
る
論
繊

Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
導
で
す
す
め
ら
れ
る
国
会
法
草
案
作
成
過
程
の
中
で
、
日
本
側
が
早
く
か
ら
独
自
の
こ
だ
わ
り
を
み
せ
た
の
が
、
常
置
委
員

会
・
継
続
委
員
会
の
設
置
で
あ
っ
た
。
「
調
査
会
試
案
」
で
も
、
昭
和
初
期
の
議
会
改
革
の
中
心
議
題
で
あ
っ
た
常
置
委
員
会
制
度
の
導

入
は
、
強
く
主
張
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
の
内
容
は
、
議
会
改
革
当
時
の
も
の
と
は
相
違
点
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

七
二

ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
提
案
と
の
間
に
は
、
い
く
つ
か
の
一
致
点
も
み
ら
れ
る
が
、
両
者
の
目
指
し
た
も
の
に
は
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
の
提
案
で
は
、
審
議
機
能
の
構
築
、
そ
の
補
佐
的
役
割
の
国
会

図
書
館
の
設
置
と
い
っ
た
事
項
が
並
ぶ
の
に
た
い
し
、
「
調
査
会
試
案
」
で
は
、
両
院
関
係
、
議
員
の
選
出
、
議
員
の
身
分
と
い
っ
た
案

件
に
多
く
審
議
を
割
い
て
い
る
点
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
の
提
案
の
主
眼
は
、
議
会
機
能
の
向
上
と
、
議
会
設
置
そ
の

も
の
の
意
義
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
調
査
会
で
は
と
く
に
参
議
院
議
員
の
選
出
一
々
法
に
つ
い
て
の
議
論
に
多
く
の
時
間
を

費
や
し
て
お
り
、
当
時
の
調
査
会
の
主
眼
は
両
院
、
と
く
に
第
二
院
で
あ
る
参
議
院
の
位
置
づ
け
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

第
二
に
、
調
査
会
の
基
本
的
な
姿
勢
が
、
「
新
愈
法
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
議
院
法
の
改
正
」
と
い
う
、
と
も
す
れ
ば
消
｝
極
的
と
も
と

ら
え
ら
れ
る
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
民
主
主
義
の
定
着
の
重
要
課
題
と
し
て
国
会
を
と
ら
え
て
お
り
、
慰
法
に

よ
り
「
国
権
の
最
高
機
関
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
こ
の
調
査
会
の
性
質
が
議
会
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
内
閣
が
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
調
査
会
「
試
案
」
へ
の
評

価
は
高
い
と
は
言
い
難
く
、
「
私
〔
篭
駐
者
注
汕
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
〕
は
、
政
府
の
臨
時
法
制
調
査
会
が
一
九
四
六
年
八
月
半
ば
に
起
草
し
た

（
９
）
 

改
正
議
院
法
の
最
初
の
試
案
は
、
｜
工
の
議
院
法
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
。
」
と
、
後
に
回
顧
し
て
い
る
。
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九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
「
議
会
振
粛
要
綱
」
は
、
常
置
委
員
会
の
設
置
に
と
も
な
い
、
継
続
委
員
を
廃
止
す
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に

た
い
し
、
「
試
案
」
に
お
い
て
は
、
常
置
委
員
会
と
継
続
委
員
と
は
並
立
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
い
う
変
化
を
み
せ
て
い

る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
報
告
の
中
で
は
、
継
続
委
員
が
閉
会
中
も
ひ
き
つ
づ
き
案
件
を
審
議
す
る
た
め
の
も
の
と
定
義
づ
け
る
一

（
皿
）

方
で
、
常
置
委
員
会
を
予
算
案
、
法
律
案
な
ど
の
「
事
前
参
加
」
を
目
的
と
す
る
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。
政
府
が
作
成
す
る
予
算
案
な

ど
に
事
前
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
と
の
関
係
を
は
か
る
と
と
も
に
、
議
員
の
法
案
作
成
能
力
の
育
成
を
期
待
す
る
主
旨
で
あ
る

と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
調
査
会
が
想
定
し
た
も
の
は
、
現
在
の
閉
会
中
審
査
と
も
異
な
っ
た
目
的
を
も
っ
て
い
た
こ

（
Ⅱ
）
 

と
が
わ
か
る
。
国
会
法
案
作
成
が
草
案
段
階
に
入
る
と
、
常
置
委
員
会
案
は
い
っ
た
ん
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
に
よ
り
拒
絶
さ
れ
る
。
し
か
し
、

各
党
幹
部
な
ど
の
強
い
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
閉
会
中
審
査
と
い
う
か
た
ち
で
導
入
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
常
置
委
員
会
制
度
を
め
ぐ
る
論
議
の
中
で
は
、
常
置
委
員
会
自
体
に
た
い
す
る
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
と
日
本
側
の
認
識
に
相

違
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
議
論
を
通
じ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
サ
イ
ド
と
の
、
常
任
委
員
会
制
度
に
た
い
す
る
捉
え

方
の
違
い
を
も
露
呈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
沢
哲
四
郎
に
よ
れ
ば
、
当
初
国
会
起
草
の
際
に
想
定
し
た
委
員
会
制
度
は
、
常
任
委
員
、

特
別
委
員
、
常
置
委
員
制
度
を
併
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
常
任
委
員
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
西
沢
に
よ
れ
ば
、
「
一
定
の
領
域
を
審
査
す
る

（
吃
）

た
め
」
と
い
う
、
い
わ
ば
帝
国
議
会
型
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
常
任
委
員
今
云
と
は
ま
さ

に
ア
メ
リ
カ
議
会
の
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
違
い
は
大
き
い
。
一
九
四
六
年
九
月
一
○
日
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
は
発
表
し
た
「
覚
書
き
」
で
議

会
の
持
つ
四
つ
の
弱
点
を
挙
げ
た
。
そ
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
。
「
現
在
の
政
治
指
導
者
は
、
中
央
政
府
を
支
配
し
て
い
る

（
昭
）

封
建
的
官
僚
機
構
よ
り
国
会
を
優
位
に
置
く
こ
と
を
望
ん
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
う
す
る
意
図
も
な
い
。
」

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
臨
時
法
制
調
査
会
の
基
本
的
な
姿
勢
が
、
「
新
憲
法
の
理
念
に
適
応
し
た
国
会
法
の
作
成
」
で
あ
っ
た
こ
と

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
三
）
（
岡
崎
）

七
三
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職
能
代
表
制
度

臨
時
法
制
調
査
会
に
お
い
て
、
改
正
項
目
に
は
挙
が
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
部
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
た
議
題
と
し
て
、
参
議
院
に

お
け
る
「
職
能
代
表
制
の
導
入
」
が
あ
る
。
参
議
院
に
お
け
る
職
能
代
表
制
論
は
、
地
域
代
表
制
を
と
る
衆
議
院
と
の
相
対
的
相
違
と
、

第
二
院
と
し
て
の
意
義
を
模
索
す
る
中
で
、
ひ
と
つ
の
解
決
策
と
し
て
議
論
さ
れ
た
。

（
Ｍ
）
 

職
能
代
表
華
輌
は
、
一
一
○
世
紀
初
頭
に
お
も
に
労
働
者
階
級
の
政
治
参
加
を
目
指
し
て
論
議
さ
れ
た
。
工
業
化
の
深
化
に
と
も
な
い
拡
大

し
た
各
職
業
利
益
の
分
業
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
、
職
能
代
表
制
に
よ
り
議
会
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ

て
い
た
。
他
方
、
右
派
か
ら
も
普
通
選
挙
が
論
議
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
大
衆
社
会
に
た
い
す
る
警
戒
感
か
ら
職
能
リ
ー
ダ
ー
の
選
出
に

よ
っ
て
そ
の
勢
力
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
論
議
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
職
能
代
表
論
は
一
時
期
、
右
派
か
ら
も
、
左
派
か
ら

も
、
よ
り
「
民
主
的
な
議
会
」
の
実
現
の
切
り
札
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
理
論
的
盛
隆
に
反
し
て
、
職
能
代
表
論
は
実
際
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
実
現
が

き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
前
述
し
た
選
挙
民
を
い
か
に
職
能
別
に
分
類
す
る
か
と
い
う
一
点
に
お
い
て

（
帽
）

も
、
そ
の
解
決
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
大
衆
社
会
に
お
い
て
は
、
人
口
の
ほ
と
ん
ど
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
、
ま
た
、

彼
ら
の
多
く
は
労
働
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
者
で
あ
り
、
消
費
者
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
に
お
い
て
、
職
能
代
表
別
に
議
員
を
選

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

七
四

は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
臨
時
法
制
調
査
会
に
お
け
る
議
論
は
、
新
憲
法
移
行
の
過
渡
期
に
あ
っ
て
、
旧
来
の
議
院
法
を
国

会
法
と
し
て
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
か
え
て
い
く
か
と
い
う
視
点
に
の
み
立
脚
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
、
’
九
四
六
年
立
法
府
再
編
法
を
モ

デ
ル
と
し
て
国
会
法
制
定
を
め
ざ
す
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
と
は
、
基
本
姿
勢
が
異
な
っ
て
い
た
。
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出
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。

参
議
院
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
も
、
実
施
の
困
難
さ
ゆ
え
に
導
入
は
難
し
い
と
の
結
論
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
議

論
の
中
で
は
、
第
一
に
、
職
能
分
類
選
定
、
各
機
能
の
代
表
者
数
、
選
挙
母
体
な
ど
の
設
定
自
体
の
難
し
さ
、
第
二
に
、
各
界
の
職
能
組

織
が
発
達
し
て
い
な
い
こ
と
、
第
三
に
議
員
は
国
民
に
よ
る
直
接
選
出
と
す
る
原
則
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
八
月
二
一
日
に
開
か
れ
た
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
回
総
会
に
お
い
て
、
第
二
部
委
員
長
は
、
「
地
域
代
表
制
の
中
に
成
べ

（
肥
）

く
職
能
代
表
の
趣
旨
を
加
味
す
る
と
一
玄
ふ
程
度
以
上
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
」
と
の
結
論
を
報
告
し
て
い
る
。

実
現
性
こ
そ
低
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
職
能
代
表
論
に
期
待
さ
れ
た
役
割
は
、
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
議
会
が
直
面
し
た
課
題
と
し

て
の
、
基
盤
で
あ
る
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
議
会
改
革
の
構
築
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
職
能
代
表
論
は
、
国
会
法
制
定
時
に
お

い
て
も
、
拡
大
す
る
行
政
に
対
応
し
、
さ
ら
に
多
元
化
す
る
社
会
を
議
会
に
反
映
す
る
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
。
事
項
別
委
員
会
制
度
の
活

用
は
、
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
議
会
制
度
が
陥
っ
た
、
こ
う
し
た
問
題
に
関
す
る
解
決
の
模
索
で
も
あ
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
の
影
響

国
会
法
制
定
に
向
け
て
民
政
局
の
動
き
が
表
面
化
し
た
の
は
、
一
九
四
六
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
五
月
に
民
政
局
の
ス
ウ

ォ
ー
プ
と
エ
ス
マ
ン
に
よ
っ
て
「
議
会
の
機
構
と
手
続
き
の
改
革
」
が
出
さ
れ
た
。
翌
六
月
に
は
、
立
法
課
長
ス
ウ
ォ
ー
プ
中
佐
と
樋
貝

詮
三
衆
議
院
議
長
・
大
池
衆
議
院
書
記
官
長
が
会
談
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
衆
議
院
規
則
改
正
の
た
め
の
特
別
委
員

会
設
置
を
打
鍬
諺
す
る
と
と
も
に
、
常
任
委
員
会
制
に
つ
い
て
の
提
案
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
が
早
い
段
階
で
常

任
委
員
会
制
度
の
導
入
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
三
）
（
岡
崎
）

七
五
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ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
覚
書
二
九
四
六
年
九
月
）

（
Ⅳ
）
 

こ
の
「
覚
書
き
」
の
中
で
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
帝
国
議
会
に
つ
い
て
四
つ
の
弱
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、

議
会
の
立
法
府
と
し
て
の
権
限
の
欠
如
。
第
二
に
議
会
に
お
け
る
機
構
の
欠
如
。
第
三
に
憲
法
を
補
足
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
憲
法
の
制

限
の
可
能
性
。
第
四
に
現
在
の
政
治
指
導
者
の
国
会
の
地
位
向
上
の
意
志
の
欠
如
、
で
あ
る
。
第
三
点
の
中
に
あ
る
「
憲
法
を
補
足
す
る

法
律
」
と
は
、
当
時
の
議
院
法
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
指
摘
か
ら
は
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
が
、
現
行
法
で
あ
っ
た
議
院
法
が
新
悪
法
の

理
念
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
認
識
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
国
会
法
成
立
ま
で
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
応
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い

る
。
こ
の
間
の
動
向
を
見
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
が
、
議
会
の
地
位
と
役
割
の
向
上
が
「
民
主
化
」
の
為
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
は
各
議
院
の
自
律
性
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
基
本
方
針
に
置
い
て
い
る
こ
と
の
二
点
が
推
測
で
き
る
。

法
学
志
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二
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七
六

九
月
一
○
日
に
は
、
前
月
に
民
政
局
国
会
課
長
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
「
覚
書
き
」
を
発
表
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
は
、
国
会
法
案
作
成
過
程
全
般
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
実
質
的
責
任
者
で
あ
り
、
最
も
深
く
関
わ
っ
た
人
物
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
覚
書
き
」
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
姿
勢
が
端
的
か
つ
具
体
的
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以
後
、
こ
れ
を
基
本
支
柱
と
し
て
国
会
法
草
案
の

作
成
が
急
速
に
進
行
し
て
い
く
。

資
料
二
・
｜
Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
覚
書
二
九
四
六
年
九
月
）

１
議
員
歳
費
を
妥
当
な
額
に
す
る
。

２
各
議
院
に
秘
書
を
つ
け
て
補
佐
さ
せ
る
。

３
各
議
員
に
事
務
所
を
与
え
る
。
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議
会
の
強
化
と
い
う
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
は
覚
瞥
の
中
で
も
具
体
的
な
改
革
案
を
提
示
し
て
い
る
。
九
月
の
覚
書

の
内
容
に
も
、
各
省
庁
タ
テ
割
り
型
常
任
委
員
会
制
度
や
議
員
同
士
に
よ
る
自
由
討
議
制
度
の
導
入
、
委
員
会
に
よ
る
公
聴
会
が
含
ま
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
国
会
機
能
の
方
向
性
を
左
右
す
る
よ
う
な
問
題
の
提
示
と
と
も
に
、
議
員
の
地
位
の
向
上
、
国
会
補
助
機
関
の
整
備

に
関
す
る
記
述
が
九
月
の
覚
書
の
内
容
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
覚
書
や
、
そ
の
後
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
一
九
四
六
年
立
法
府
再
編
法

Ｐ
の
巴
の
｝
９
コ
の
幻
の
。
［
ぬ
四
日
Ｎ
目
○
口
缶
。
（
。
ご
程
の
）
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
改
革
案
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
自
身
は
ア
メ
リ
カ

（
旧
）

議
会
を
モ
デ
ル
と
し
た
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
一
一
月
一
九
日
に
衆
議
院
国
会
法
案
委
員
会
に
お
い
て
趣
旨
説
明
を
お
こ
な

国
会
法
の
変
避
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
二
）
（
岡
崎
）

七
七

1４１３１２１１１０９８７６５４ 

議
員
の
地
位
を
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
慣
行
を
排
除
す
る

出
典
『
西
沢
哲
四
郎
文
書
』
国
立
国
会
図
瞥
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

質
疑
時
間
を
制
限
す
る
。

法
制
局
と
資
料
提
供
部
門
を
設
置
す
る
。

両
議
員
に
よ
る
法
制
協
議
会
を
設
置
す
る
。

各
省
に
対
応
し
た
常
任
委
員
会
を
設
置
す
る
。

各
常
任
委
員
会
に
有
資
格
の
専
門
家
を
設
置
す
る
。

委
員
会
に
よ
る
公
聴
会
を
行
う
。

識
員
同
士
に
よ
る
自
由
討
議
を
認
め
る
条
項
を
設
け
る
。

識
員
に
郵
便
物
を
無
料
に
す
る
特
楠
を
与
え
る
。

両
院
に
独
立
し
た
予
備
資
金
を
与
え
る
。
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二
国
会
」

草
案
作
成
過
程

ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
は
、
「
覚
書
」
を
発
表
し
た
九
月
か
ら
衆
議
院
に
国
会
法
案
が
提
出
さ
れ
る
四
カ
月
の
間
に
、
四
度
に
わ
た
り
内
閣
法

制
局
に
直
接
訪
問
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
日
本
サ
イ
ド
か
ら
提
出
さ
れ
た
国
会
法
草
案
に
つ
い
て
指
示
を
く
だ
し
、
交
渉
の
機
会
を
持

つ
た
め
で
あ
っ
た
。
法
案
提
出
ま
で
の
間
、
草
案
作
成
は
、
日
本
側
に
よ
る
草
案
作
成
↓
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
指
示
、
と
い
う
過
程
の
繰
り
返

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

七
八

つ
た
大
池
眞
書
記
官
長
は
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
に
つ
い
て
、
「
こ
の
間
（
筆
生
者
註
四
一
○
月
一
二
日
閉
会
後
、
草
案
作
成
開
始
か

ら
、
成
案
の
合
意
に
い
た
る
間
）
連
合
国
最
高
指
令
部
の
政
治
部
の
方
々
も
あ
ら
ゆ
る
協
力
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
た
と
え
ば
米
国

上
院
を
通
過
し
た
ば
か
り
の
議
窪
室
能
率
促
進
法
案
（
筆
者
註
》
’
九
四
六
年
立
法
府
再
編
法
）
を
お
届
け
く
だ
さ
り
、
（
後
略
）
」
と
発
一
一
一
一
目

（
円
）

し
て
い
る
。
草
案
作
成
段
階
に
お
け
る
指
示
の
内
容
を
見
る
限
り
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
議
会
、
と
く
に
一
九
四
六
年
立
法
府
再
］
編
法

の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
と
み
な
す
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
立
法
府
再
編
法
は
、
ア
メ
リ
カ
の
鐘
宏
室
の
近
代
化
を
実
現
し
た
法
律
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
、
増
加
す
る
一
方
で
あ
っ
た

常
任
委
員
会
の
整
理
統
合
を
行
う
と
と
も
に
、
常
任
委
員
会
に
常
勤
ス
タ
ッ
フ
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
行
政
府
に
た
い
す
る
常
任
委
員
会

の
監
督
権
も
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
改
革
は
、
議
会
の
効
率
化
と
い
う
現
代
議
会
に
共
通
の
課
題
の
解

く
、
）

決
と
、
拡
大
す
る
行
政
権
へ
の
対
抗
と
い
う
二
つ
の
問
題
の
対
応
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
。

つ
た
め
で
あ
っ
た
。

し
で
進
め
ら
れ
た
。

第
九
○
回
帝
国
議
会
が
一
九
四
六
年
一
○
月
一
二
日
に
閉
会
す
る
と
、
衆
議
院
事
務
局
を
中
心
と
し
て
草
案
作
成
作
業
が
本
格
的
に
開

国
会
法
成
立
ま
で
の
経
緯
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（
別
）

始
さ
れ
た
。
提
出
直
前
ま
で
連
日
連
夜
の
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
一
次
草
案
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
送
付
さ
れ
た
の
は
、
一
○
月
一
二
一
日
で
あ

る
。
翌
月
一
一
月
四
日
に
は
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
が
来
訪
し
、
衆
議
院
議
長
室
に
お
い
て
山
崎
議
長
、
大
池
書
記
官
長
ら
に
た
い
し
、
。

｜
項
目
の
指
示
（
以
降
、
第
一
次
指
示
）
」
を
お
こ
な
っ
た
（
資
料
二
・
二
）
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
ほ
か
に
一
人
を
随
行
し
、
日
本
側
も
通

（
配
）

訳
を
同
席
さ
せ
て
い
た
が
、
基
本
的
な
出
席
者
は
国
会
法
制
定
ま
で
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
た
‐
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、
「
覚
書
」
と
大
き
な

変
更
は
な
い
。
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
公
聴
会
を
設
け
、
補
助
機
関
の
整
備
を
お
こ
な
う
等
の
指
示
を
出
し
て
い
る
。

資
料
一
一
・
ニ
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
一
一
項
目
を
提
示
（
一
九
四
六
．
｜
｜
，
四
）
第
一
次
草
案
後

１
常
任
委
員
会
設
圃
に
関
す
る
こ
と
。

２
Ｆ
の
囚
⑩
』
自
ぐ
の
。
◎
目
、
一
一
（
両
院
法
規
委
員
会
の
設
圃
に
つ
い
て
）
。

３
国
会
の
補
助
機
関
（
国
会
図
書
館
ｑ
議
院
法
制
部
）
の
設
置
に
つ
い
て
。

４
本
会
議
、
委
員
会
の
議
事
公
開
性
。

1１１０９８７６５ 

（
鋼
）

一
月
二
一
日
に
は
、
法
規
委
員
会
に
お
い
て
第
二
次
草
案
を
決
定
す
る
と
、
「
新
国
会
法
に
就
い
て
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
翌
日

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
一
一
）
（
岡
崎
）

七
九

議
員
の
歳
費
。

郵
便
無
料
送
達
の
特
梅
。

議
院
の
立
法
事
務
室
及
び
事
務
補
助
者
に
関
す
る
こ
と
。

巍
宏
室
の
干
坐
嫡
金
。

時
間
的
制
限
を
付
し
た
質
問
権
を
確
立
す
る
こ
と
。

議
会
の
威
信
の
保
持
。

自
由
討
議
。

出
典
員
西
沢
哲
四
郎
文
書
』
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

八
○

二
二
日
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
来
訪
し
、
第
二
次
草
案
に
た
い
す
る
指
示
（
第
二
次
指
示
）
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
国
会
法
に
お
い
て
、

常
任
委
員
会
の
各
委
員
会
名
、
委
員
会
に
お
け
る
専
門
員
の
設
置
に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
常
置
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
と
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
常
置
委
員
会
の
記
述
を
削
除
し
た
第
三
次
草
案
が
一
二
月
四
日
に
提
出
さ
れ
、
六
日
に
は
、
三
度
目
の
来
訪
（
第
三
次
指

示
）
が
あ
っ
た
（
資
料
二
・
四
）
。
こ
こ
で
は
、
「
常
任
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会
で
は
議
院
で
認
め
た
場
合
に
は
閉
会
中
も
活
動
し
得

る
こ
と
」
と
、
常
置
委
員
会
の
設
置
こ
そ
実
現
し
な
い
が
、
そ
の
実
質
的
内
容
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
が
認
め
る
変
更
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

日
本
サ
イ
ド
の
強
い
要
望
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
が
受
け
入
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
予
算
審
議
に
と
も
な
う
公
聴
会
の
開
催
や
、
質
問
の
二
○

資
料
二
・
三
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
第
二
次
草
案
後
の
指
示
（
’
九
四
六
一
一
．
二
一
一
）

１
常
任
委
員
会
の
名
称
を
法
律
に
明
記
し
、
所
管
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

２
各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
分
科
会
に
専
門
員
を
少
な
く
と
も
二
名
配
置
し
か
つ
調
査
員
を
置
く
こ
と
。

３
各
院
の
該
当
す
る
常
任
委
員
会
及
び
予
算
分
科
会
は
、
合
同
審
査
会
を
開
き
得
る
こ
と
。

４
常
置
委
員
会
は
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。

５
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
は
会
期
中
の
み
活
動
す
る
こ
と
。

６
議
案
は
両
院
同
時
に
提
出
し
う
る
こ
と
。
但
し
予
算
は
衆
議
院
に
提
出
し
た
曰
の
翌
日
に
参
議
院
に
提
出
し
う
る
こ
と
。

７
秘
密
会
開
会
に
関
す
る
政
府
の
要
求
権
を
削
除
す
る
こ
と
。

８
議
決
議
案
の
奏
上
は
衆
議
院
議
長
か
ら
す
る
こ
と
。

９
質
問
に
つ
い
て
は
二
○
人
以
上
の
賛
成
を
要
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
議
長
の
承
認
を
要
す
る
こ
と
。

、
内
閣
官
公
署
か
ら
各
院
へ
提
出
す
る
報
告
及
び
記
録
に
つ
い
て
「
特
に
秘
密
に
わ
た
る
も
の
を
除
い
て
は
」
と
あ
る
の
を
削
除
す
る
｝
」
と
。

出
典
『
西
沢
哲
四
郎
文
書
』
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
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人
と
い
う
人
数
条
項
の
削
除
は
、
第
二
次
指
示
の
際
に
も
見
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
。
日
本
側
と
意
見
の
対
立
が
見
ら
れ
た
箇
所
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

1２ 

資
料
二
・
四
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
第
三
次
草
案
後
の
指
示
（
’
九
四
六
．
’
二
．
六
）

１
「
常
会
は
毎
年
一
二
月
上
旬
召
集
し
」
と
な
っ
て
い
る
が
会
期
内
議
員
の
任
期
（
百
五
○
日
）
が
満
了
す
る
場
合
に
は
ど
う
な
る
か
。
こ
の
点
を

1１１０９８７６５ ４３２ さ
ら
に
三
日
後
の
一
二
月
九
日
に
決
定
さ
れ
た
第
四
次
草
案
に
た
い
し
、
一
四
日
最
後
の
来
訪
・
指
示
（
第
四
次
指
示
）
を
受
け
る

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
三
（
岡
崎
）

八
一

各
院
の
休
会
は
七
日
以
内
に
制
限
す
る
こ
と
。

「
議
院
は
別
に
定
め
る
規
則
に
従
い
会
期
中
及
び
公
務
の
た
め
自
由
に
国
有
鉄
道
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
を
削
除
す
る
こ
と
。

議
員
は
そ
の
任
期
中
法
律
で
定
め
ら
れ
た
場
合
及
び
国
有
で
承
認
さ
れ
た
場
合
の
外
、
行
政
各
部
の
委
員
、
顧
問
、
嘱
託
等
の
職
務
に
就
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

議
員
は
少
な
く
と
も
一
個
の
常
任
委
員
と
な
る
こ
と
、
と
す
る
こ
と
。

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
と
も
比
率
に
よ
る
委
員
選
出
を
規
定
す
る
こ
と
。

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
は
議
院
で
認
め
た
場
合
に
は
閉
会
中
も
活
動
し
得
る
こ
と
。

予
算
及
び
歳
入
法
案
に
つ
い
て
は
必
ず
公
聴
会
を
開
く
こ
と
。

少
数
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
会
議
録
に
掲
載
さ
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
。

す
べ
て
議
員
は
議
案
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

質
問
の
提
出
に
つ
き
「
二
○
人
以
上
の
賛
成
」
を
削
り
、
「
議
長
の
承
認
」
と
す
る
こ
と
。
同
時
に
議
長
が
承
認
し
な
か
っ
た
と
き
に
つ
い
て
は
、

提
出
者
の
要
求
に
よ
り
そ
の
主
意
書
を
会
議
録
に
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

一
事
不
再
議
に
関
す
る
「
国
会
の
議
決
を
要
す
る
議
案
で
両
議
院
の
一
に
お
い
て
否
決
し
た
も
の
は
同
会
期
中
に
お
い
て
再
び
こ
れ
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
旨
の
規
定
を
削
る
こ
と
。

出
典
員
西
沢
哲
四
郎
文
書
』
国
立
国
会
図
轡
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

研
究
す
る
こ
と
。
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

八
二

（
資
料
二
・
五
）
。
五
時
間
に
も
わ
た
っ
た
第
三
次
の
来
訪
に
た
い
し
、
こ
の
日
は
一
時
間
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
法
案
の
基
本
的
枠

組
み
は
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
は
同
日
す
ぐ
に
法
規
委
員
会
お
よ
び
書
記
官
会
議
に
お
い
て
草
’
案
に
反
映
さ
れ
、
二
日
後

の
一
六
日
、
第
五
次
草
案
（
最
終
案
）
が
提
出
・
了
承
さ
れ
た
。
翌
日
に
は
、
国
会
法
案
と
し
て
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
、
以
降
、
国
会
に

お
け
る
審
議
に
舞
台
を
移
す
こ
と
に
な
る
。

貴
族
院
に
よ
る
審
鰯

前
述
し
た
よ
う
に
、
西
沢
哲
四
郎
に
よ
れ
ば
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
国
会
法
成
立
に
向
け
て
具
体
的
に
動
き
出
し
た
の
は
一
九
四
六
年
九
月
以
降

（
鰹
）

の
こ
と
で
あ
る
。
草
案
作
成
は
基
本
的
に
日
本
サ
イ
ド
中
心
で
す
す
め
ら
れ
る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
指
一
不
が
そ
の
都
度
出
さ
れ
て
い
た
。

五
度
に
わ
た
る
草
案
作
成
作
業
の
末
、
国
会
法
案
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
’
二
月
一
七
日
で
あ
る
。
衆
議
院
で
は
、
’
二
月
一

八
日
に
第
一
読
会
を
お
こ
な
い
、
二
一
日
に
可
決
さ
れ
た
国
会
法
案
で
あ
る
が
、
貴
族
院
で
は
一
転
し
て
審
議
は
難
航
す
る
。

貴
族
院
で
、
最
も
論
議
と
な
っ
た
の
は
、
両
院
協
議
会
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
両
院
協
議
会
を
参
議
院
が
開
会
請
求
で
き
る
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
の
衆
参
の
見
解
が
異
な
っ
た
の
で
あ
る
。
憲
法
五
九
条
二
項
の
衆
議
院
の
再
議
決
の
際
の
優
先
の
規
定
に
関
連
し
て
、

資
料
二
・
五
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
第
四
次
草
案
後
の
指
示

１
常
会
の
会
期
と
議
員
の
任
期
の
関
係
に
つ
い
て

２
会
期
中
の
議
員
の
不
逮
捕
特
権
に
つ
い
て

３
公
聴
会
に
つ
い
て

４３２１ 

質
問
に
つ
い
て

出
典
蜀
西
沢
哲
四
郎
文
書
』
国
立
国
会
図
脅
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
。

（
’
九
四
六
．
’
二
．
一
四
）

Hosei University Repository



委
員
会
制
度
形
成
の
特
性

一
九
四
七
年
の
国
会
法
成
立
に
い
た
る
過
程
は
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
段
階
と
し
て
の
草
案
着
手
前
段
階
に
お
い
て
、
内

閣
に
よ
る
臨
時
法
制
調
査
会
と
議
会
に
お
け
る
議
院
法
制
調
査
委
員
会
と
が
平
行
し
て
審
議
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
要
綱
（
試
案
）

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
三
）
（
岡
崎
）

八
三

佐
藤
達
夫
法
制
局
次
長
が
参
議
院
に
請
求
権
が
な
い
と
し
た
答
弁
に
た
い
し
、
貴
族
院
側
の
意
見
と
し
て
は
、
参
議
院
に
も
請
求
権
が
認

（
顕
）

め
壱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
法
案
に
た
い
す
る
両
院
の
意
見
が
不
一
致
の
場
ム
ロ
に
衆
議
院
の
両
院
協
議
会
開
催
要
求
を
認

（
妬
）

め
る
国
会
法
案
の
第
八
四
条
に
つ
い
て
、
貴
族
院
は
修
正
を
要
求
し
、
衆
議
院
と
同
等
の
権
利
を
求
め
、
紛
糾
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

衆
議
院
の
優
越
に
と
も
な
い
、
貴
族
院
が
第
二
院
と
し
て
の
地
位
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
た
い
す
る
反
発
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
国
会
法
草
案
が
衆
議
院
主
導
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
へ
の
反
発
や
、
帝
国
議
会
期
か
ら
の
議
院
改
革
に
た
い
す
る
貴
族
院
の
保
守
的

な
姿
勢
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
要
因
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
態
に
陥
っ
た
貴
族
院
で
は
、
’
二
月
二
五
日
の
委
員
会
に
お
い
て
も
紛
糾
し
た
ま
ま
、
第
九
一
回
帝
国
議
会
は
会
期
終
了

日
を
迎
え
、
法
案
は
審
議
未
了
と
な
っ
た
。
翌
年
に
持
ち
こ
さ
れ
た
審
議
は
、
第
九
二
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
再
び
、
同
内
容
の
法
案
が

（
幻
）

衆
議
院
側
か
ら
送
付
さ
れ
る
と
、
最
終
的
に
は
「
参
議
院
は
、
衆
議
院
の
回
付
案
に
同
意
し
な
か
っ
た
と
き
に
限
り
一
別
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
通
知
と
同
時
に
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
衆
議
院
は
、
こ
の
両
院
協
議
会
の
請
求
を
拒
む
こ
と
が

（
躯
）

で
き
る
。
」
（
国
会
法
第
八
四
条
の
二
）
と
い
う
「
実
質
を
全
く
変
え
ず
に
、
両
院
の
面
子
を
立
て
る
言
い
回
し
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

（
鋤
）

て
決
着
す
る
こ
と
と
な
る
。
「
貴
族
院
で
握
り
つ
ぶ
し
の
運
命
」
と
な
っ
て
い
た
国
会
法
案
は
、
一
二
月
一
八
日
に
貴
族
院
で
修
正
案
が
議

決
、
翌
一
九
日
、
衆
議
院
で
も
こ
れ
に
同
意
、
成
立
に
い
た
る
。
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

八
四

を
発
表
し
た
。
こ
の
と
き
、
議
会
の
地
位
に
関
す
る
認
識
の
相
違
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
常
置
委
員
会
制

度
の
設
置
を
主
張
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
除
け
ば
、
総
じ
て
そ
の
主
眼
は
、
審
議
機
能
・
運
営
よ
り
も
む
し
ろ
、
議
会

の
構
成
や
機
構
構
築
に
あ
っ
た
。

国
会
法
草
案
作
成
作
業
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
指
示
の
も
と
に
、
草
案
作
成
を
繰
り
返
す
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
。
日
本
側
の
主
張
で

あ
っ
た
常
置
委
員
会
制
度
は
、
い
っ
た
ん
は
拒
否
さ
れ
る
も
の
の
、
の
ち
に
閉
会
中
審
査
を
認
め
る
か
た
ち
で
復
活
し
、
国
会
法
に
取
り

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

国
会
図
密
館
所
蔵
）
。

（
５
）
委
員
会
の
設
囲
』

（
６
）
殿
院
法
規
調
査
一

う
に
発
言
し
て
い
る
。

（
１
）
『
憲
法
調
査
会
第
二
委
員
会
第
四
回
会
議
議
事
録
』
一
九
五
九
年
二
月
二
五
日
。
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
西
沢
哲
四
郎
の
発
言
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
「
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
九
月
五
日
。

（
３
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
九
月
五
日
。

（
４
）
議
院
法
規
調
査
委
員
会
「
新
憲
法
二
基
キ
国
会
法
二
規
定
ス
ル
事
項
」
「
国
会
法
立
案
過
程
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
」
『
西
沢
哲
四
郎
文
轡
』
国
立

「
然
る
に
新
憲
法
に
依
り
ま
し
て
は
国
会
が
中
心
に
な
る
、
国
会
の
多
数
が
主
導
力
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
将
来
於
き
ま
し
て
は
国
会
が
殆
ど
総
て
の
法
律

も
立
案
す
る
よ
う
な
形
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
新
遥
法
の
精
神
を
は
っ
き
り
と
運
用
の
上
に
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
従

っ
て
政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
此
の
国
会
法
を
法
制
調
査
会
の
審
議
に
依
っ
て
立
案
し
て
居
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
衆
議
院
の
議
長
の
方
か
ら
新
し
い
憲
法

の
稠
神
を
汲
ん
で
衆
議
院
に
最
も
関
係
の
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
衆
議
院
の
方
の
立
案
に
依
っ
て
提
出
し
た
い
と
云
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
れ
ば
、
新
憲
法
の
意
義

を
徹
底
的
に
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
御
趣
意
は
御
尤
も
至
極
だ
と
申
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」
〈
文
中
読
点
は
、
原
文
で
は
句
点
）
『
第

九
十
一
回
帝
国
議
会
貴
族
院
国
会
法
案
特
別
委
員
会
鍍
事
速
記
録
第
二
号
』
一
九
四
六
年
一
二
月
一
一
三
日
。

委
員
会
の
設
囲
に
関
す
る
要
綱
で
の
記
戟
に
従
い
、
こ
こ
で
は
「
常
腫
委
員
」
、
「
継
続
委
員
」
と
し
た
。

殿
院
法
規
調
査
委
員
会
と
臨
時
法
制
調
査
会
の
位
鼠
づ
け
に
つ
い
て
は
、
貴
族
院
に
お
け
る
国
会
法
案
の
質
疑
の
中
で
、
槙
原
悦
治
郎
大
臣
は
、
次
の
よ
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（
７
）
国
会
に
関
す
る
法
整
備
は
、
当
初
、
帝
国
議
会
期
の
議
院
法
の
改
正
と
い
う
か
た
ち
で
、
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
「
国
会
法
」
案
と
し
て
蟻
員
提

出
法
案
に
よ
り
、
新
た
に
新
設
さ
れ
た
。

（
８
）
会
期
に
つ
い
て
は
、
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
部
小
委
員
会
第
六
回
会
議
（
一
九
四
六
年
七
月
二
六
日
）
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
①
会
期
は
設

け
る
、
②
会
期
は
四
箇
月
と
す
る
と
い
う
方
針
が
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
「
会
期
を
設
け
な
い
と
、
政
府
は
大
変
だ
。
」
（
田
所
委
員
）
。

「
議
会
で
は
行
政
の
能
率
は
上
が
ら
な
い
。
（
林
委
員
こ
と
い
っ
た
行
政
の
立
場
か
ら
議
会
の
審
議
時
間
拡
大
を
歓
迎
し
な
い
声
が
多
数
を
占
め
た
く
『
入
江
俊

郎
文
書
』
（
七
六
）
国
立
国
会
図
脅
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
。

（
９
）
Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
改
革
』
市
雄
貴
・
星
健
一
訳
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
、
二
二
○
頁
。
ま
た
第
四
点
目
に
関
連
し
て
、

「
（
前
略
）
過
去
一
○
年
間
衆
殿
院
の
改
革
努
力
を
支
持
し
て
き
た
議
院
の
何
人
か
を
含
む
戦
後
日
本
の
多
く
の
老
練
政
治
家
た
ち
は
、
信
じ
が
た
い
こ
と
な
が

ら
、
こ
の
時
に
な
っ
て
、
国
会
の
梅
力
と
見
地
を
高
め
よ
う
と
す
る
措
圃
を
支
持
す
る
の
を
た
め
ら
っ
た
。
」
（
Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
、
前
掲
轡
、
二
二
○
頁
）

と
の
記
述
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
会
法
作
成
段
階
に
お
い
て
、
蟻
員
た
ち
が
か
な
ら
ず
し
も
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
主
張
で
あ
る
。

（
、
）
こ
の
ほ
か
、
委
員
長
報
告
の
中
で
は
常
邇
委
員
会
の
役
割
と
し
て
法
律
成
立
後
の
行
政
監
督
に
も
言
及
し
て
い
る
。
「
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
回
総
会
議

事
速
記
禄
」
（
『
入
江
俊
郎
文
書
』
国
立
国
会
図
番
館
愈
政
資
料
室
所
蔵
）
二
頁
。

（
ｕ
）
常
圃
委
員
会
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
反
対
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
西
沢
哲
四
郎
は
「
ア
メ
リ
カ
式
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ミ
テ
ィ
に
来
る
た
め
」
（
西
沢
哲
四
郎

「
国
会
法
立
案
過
程
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
」
（
憲
法
調
査
会
事
務
局
、
一
九
五
九
年
二
月
、
四
四
頁
）
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
別

の
意
見
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
今
野
或
男
は
、
西
沢
発
言
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
「
米
国
流
の
常
任
委
員
会
制
度
の
駆
け
引
き
」
で
あ
る
と
の
指
摘
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
野
自
身
は
常
齪
委
員
会
が
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
の
制
度
で
あ
っ
た
こ
と
に
主
因
が
あ
る
と
し
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
を
過
去
の
空

想
的
産
物
と
判
断
し
、
か
つ
敗
戦
国
の
ド
イ
ツ
の
制
度
の
導
入
に
た
い
し
消
極
的
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
提
示
し
て
い
る
（
今
野
或
男
「
国
会
閉

会
中
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
ｌ
常
圃
委
員
会
樹
想
の
挫
折
と
現
行
制
度
と
の
関
係
ｌ
」
『
議
会
政
治
研
究
」
第
五
三
号
、
二
○
○
○
年
二
月
、
八
頁
）
。

（
⑫
）
『
憲
法
調
査
会
第
二
委
員
会
第
五
回
会
議
議
事
録
』
一
九
五
九
年
三
月
二
五
日
。
こ
の
と
き
、
西
沢
哲
四
郎
は
、
参
考
人
と
し
て
招
致
さ
れ
、
国
会
法
制

定
過
程
に
つ
い
て
の
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

（
凪
）
こ
の
ほ
か
に
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
は
、
①
議
会
が
必
要
不
可
欠
な
尊
厳
・
権
威
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
。
②
議
会
が
近
代
国
家
の
告
示
を
方
向
づ
け
る
た
め
に

必
要
な
機
構
を
欠
い
て
い
る
こ
と
。
③
新
憲
法
に
よ
っ
て
国
会
の
権
限
は
増
大
す
る
が
、
法
律
に
よ
っ
て
そ
れ
が
縮
小
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
を
挙
げ

て
い
る
。
Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
、
前
掲
瞥
、
二
一
八
頁
。

（
ｕ
）
職
能
代
表
論
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
立
夫
『
職
能
代
表
論
』
質
業
之
日
本
社
、
一
九
五
○
年
を
参
照
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
二
）
（
岡
崎
）

八
五
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

八
六

両
）
実
現
困
難
な
理
由
に
つ
い
て
は
大
き
く
以
下
の
五
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
職
能
代
表
が
全
体
を
代
表
せ
ず
「
特
殊
利
益
」
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
。

②
特
殊
問
題
に
は
有
効
だ
が
一
般
問
題
に
は
疑
問
が
あ
る
こ
と
。

③
労
働
者
の
職
業
間
移
動
に
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
。

④
職
業
的
少
数
者
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
。

⑤
選
挙
民
を
職
能
的
に
如
何
に
分
類
す
る
か
と
い
う
問
題
が
解
決
で
き
な
い
こ
と
。

と
り
わ
け
③
～
⑤
は
、
具
体
的
な
分
類
の
困
難
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
佐
瀬
立
夫
、
前
掲
轡
、
参
照
）
。

（
四
「
臨
時
法
制
調
査
会
第
二
回
総
会
織
事
速
記
禄
」
『
入
江
俊
郎
文
轡
』
国
立
国
会
図
轡
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
、
五
頁
。

（
Ⅳ
）
Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
、
前
掲
轡
、
二
一
八
頁
。

（
旧
）
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
は
著
轡
の
中
で
「
ア
メ
リ
カ
議
会
を
モ
デ
ル
と
し
て
真
似
す
べ
き
だ
と
言
お
う
と
し
て
の
で
は
な
く
、
一
国
の
立
法
機
関
と
し
て
の
議
会

の
弱
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
」
と
記
し
て
い
る
（
Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
、
前
掲
醤
、
二
一
九
頁
）
。

（
⑲
）
『
第
九
十
一
回
議
会
衆
議
院
国
会
法
案
委
員
会
議
事
録
第
一
回
』
一
九
四
六
年
一
二
月
一
九
日
、
お
よ
び
参
議
院
事
務
局
『
国
会
法
改
正
経
過
概
要
」
一

実
際
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
が
日
本
側
に
指
示
を
与
え
る
際
、
「
立
法
府
再
編
成
法
』
を
持
参
し
た
と
の
記
録
も
あ
る
。
「
二
月
四
日
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
が
ロ
ー
プ

を
同
伴
し
て
山
崎
識
長
を
訪
問
し
、
初
め
て
指
示
を
与
え
た
。
山
崎
錨
長
、
大
池
曾
記
官
長
、
西
沢
、
日
向
綱
蔵
が
相
手
と
な
り
、
以
後
の
訪
問
時
も
同
じ
。

ほ
と
ん
ど
同
時
に
缶
の
、
一
ｍ
一
口
牙
の
宛
の
‐
。
『
恩
昌
目
二
．
ロ
シ
Ｃ
〔
の
上
院
通
過
錨
案
を
持
参
し
た
。
こ
れ
が
非
常
な
参
考
と
な
っ
た
。
」
（
西
沢
哲
四
郎
「
国
会
法
成

立
の
経
緯
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
」
弓
西
沢
哲
四
郎
文
轡
』
国
立
国
会
図
轡
館
葱
政
資
料
室
所
蔵
）
）
。

ま
た
、
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
種
本
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
」
二
一
月
中
、
リ
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
ト
（
筆
者
註
、
一
九
四
六
年
立
法
府
再

編
法
の
こ
と
）
の
コ
ピ
ー
を
よ
こ
し
て
、
そ
れ
を
翻
訳
し
て
、
そ
の
後
の
国
会
法
の
立
案
の
参
考
に
供
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
非
常
に
役
に
立
っ
た
こ

と
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
」
と
も
西
沢
は
述
べ
て
い
る
（
「
占
領
体
制
研
究
会
（
昭
和
二
九
．
二
．
一
○
）
東
大
法
学
部
長
室
に
て
」
（
「
西
沢
哲
四
郎
文
書
』

国
立
国
会
図
瞥
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
。

さ
ら
に
、
の
ち
に
「
西
沢
哲
四
郎
は
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
の
指
示
に
お
け
る
立
法
府
再
編
成
の
影
響
に
つ
い
て
、
「
（
中
略
）
こ
の
レ
ジ
ス
レ
イ
テ
ィ
プ
・
リ
オ

ー
ガ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ク
ト
に
轡
い
て
あ
る
こ
と
そ
の
ま
ま
が
、
指
示
の
中
に
入
っ
て
お
る
よ
う
な
部
分
も
存
在
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後

の
サ
ゼ
ス
チ
ョ
ン
に
お
き
ま
し
て
、
リ
オ
ー
ガ
ー
ー
ゼ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ク
ト
の
な
か
の
こ
と
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
あ
い
成
っ
て
お
り
ま

九
五
九
年
を
参
照
し
た
。
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兎
）
た
だ
し
、
新
聞
に
褐
戦
し
な
い
よ
う
に
議
長
か
ら
新
聞
各
社
に
依
頼
を
し
た
と
い
う
〈
「
西
沢
哲
四
郎
文
轡
』
国
立
国
会
図
瞥
館
魑
政
資
料
室
所
蔵
）
。

（
型
）
日
本
側
と
具
体
的
な
交
渉
に
入
っ
た
の
は
、
第
一
次
草
案
が
完
成
し
た
一
○
月
中
旬
前
後
で
あ
り
、
国
会
法
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
が
一
二
月
上
旬
で

あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
比
較
的
遅
い
時
期
で
の
接
触
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
面
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
は
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
具
体
的
の
問
題
は
あ
ま
り
曰
②
２
の
②
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
「
こ
の

段
階
ま
で
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
あ
ま
り
干
渉
が
ま
し
い
態
度
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
」
（
い
ず
れ
も
西
沢
哲
四
郎
、
前
掲
文
書
、
四
頁
）
。

（
翌
（
社
）
霞
会
館
『
貴
族
院
と
華
族
』
一
九
八
八
年
、
五
九
四
－
五
九
五
頁
。

（
閉
）
両
院
協
議
会
の
開
催
請
求
権
に
関
す
る
議
論
が
、
貴
族
院
国
会
法
案
特
別
委
員
会
の
一
九
四
六
年
一
二
月
二
四
日
に
集
中
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
委

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
三
）
〈
岡
崎
）

八
七

（
翌
前
掲
文
瞥
、
七
’
八
頁
。

ま
た
、
一
九
九
○
年
代
の
識
会
改
革
で
は
、
継
続
的
な
審
議
を
経
て
、
股
終
的
に
一
○
四
議
会
の
一
九
九
五
年
一
月
に
下
院
規
則
の
改
正
案
が
成
立
し
た
。

こ
の
改
革
で
は
、
委
員
会
効
率
化
の
た
め
の
再
編
と
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の
削
減
が
実
現
し
た
。
議
会
ス
タ
ッ
フ
は
一
貫
し
て
墹
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、

削
減
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
こ
の
時
期
、
行
政
府
ス
タ
ッ
フ
の
肥
大
化
と
そ
の
弊
害
に
た
い
し
改
善
が
政
治
課
題
に
上
っ
て

い
た
こ
と
、
第
二
に
は
、
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
が
拡
大
し
た
た
め
、
そ
の
権
限
増
加
に
対
す
る
懸
念
と
議
員
自
身
の
専
門
性
を
危
ぶ
む
声
が
共
和
党
を
中
心
に
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
ア
メ
リ
カ
の
議
会
ス
タ
ッ
フ
改
革
に
つ
い
て
は
、
廣
瀬
淳
子
「
ア
メ
リ
カ
議
会
改
革
の
動
向
」
『
議
会
政
策
研
究
会
年
報

第
二
号
』
、
一
九
九
五
年
九
月
、
参
照
）
。

（
則
）
「
国
会
法
立
案
過
程
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
関
係
」
〔
西
沢
哲
四
郎
文
轡
』
国
立
国
会
図
轡
館
麺
政
資
料
室
所
蔵
）
を
参
照
し
た
。

す
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
懲
法
調
査
会
第
二
委
員
会
第
四
回
会
議
議
事
録
」
一
九
五
九
年
二
月
二
五
日
）
。

薊
）
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
四
六
年
『
立
法
府
再
編
法
』
の
後
、
数
回
の
議
会
改
革
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
一
九
七
○
年
代
と
一
九
九
○
年
代
に
取
り
組
ま

れ
た
改
革
は
注
目
に
値
す
る
。
一
九
七
○
年
代
で
は
、
ま
ず
、
一
九
七
○
年
に
『
立
法
府
再
編
法
」
〈
Ｆ
の
四
の
一
島
ぐ
の
宛
の
。
『
ｍ
ｇ
５
二
・
口
宵
（
・
【
】
垣
ご
）
が
成

立
、
次
に
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
七
四
年
に
か
け
て
ポ
リ
ビ
ン
グ
委
員
会
と
呼
ば
れ
る
「
委
員
会
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
（
西
・
房
の
、
の
一
の
Ｒ
○
・
ヨ
ョ
旨
の
①

ｇ
ｏ
ｏ
ヨ
ョ
旨
の
①
）
が
下
院
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
改
革
が
目
指
し
た
も
の
と
し
て
は
、
委
員
会
制
度
の
強
化
、
議
会
の
効
率
化
、
議
会
ス
タ
ッ
フ
の

増
強
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
委
員
長
の
「
先
任
順
位
制
」
（
の
①
己
ｏ
１
ｑ
目
］
の
）
に
よ
る
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
「
先
任
順
位
制
」
と
は
、
「
同
一
委

員
会
に
最
も
長
く
か
つ
持
続
的
に
在
籍
し
た
多
数
党
の
委
員
が
自
動
的
に
」
選
出
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
士
い
し
委
員
長
権
限
の
削
減
と
若
手
議
員
に

も
委
員
長
に
選
任
さ
れ
る
途
を
開
い
た
百
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
編
『
ア
メ
リ
カ
の
議
会
・
日
本
の
国
〈
直
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
二
九
四

頁
～ジ

｡ 
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正
法
と
記
載
）
が
成
立
‐

（
１
）
 

規
模
な
改
正
で
あ
っ
た
。

第
一
回
の
国
会
は
、
一
九
四
七
年
五
月
一
一
一
一
日
に
召
集
さ
れ
、
日
本
社
会
党
が
第
一
党
と
な
っ
た
〈
図
表
二
・
二
）
。
重
要
法
案
を
多

く
か
か
え
、
政
権
に
就
い
た
ば
か
り
の
片
山
内
閣
の
国
会
運
営
は
難
航
し
た
。
ま
た
、
自
由
討
議
な
ど
新
た
に
導
入
さ
れ
た
審
議
制
度
は
、

（
２
）
 

制
度
的
な
不
備
も
多
く
、
国
会
内
外
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
第
二
回
国
会
で
提
出
さ
れ
た
法
律
案
の
趣
旨
説
明
の
中
で
は
、
「
過
去
一
箇
年
に
わ
た
り
ま
す
国
会
の
運
営
の
実

際
よ
り
見
て
、
こ
の
際
国
会
法
の
一
部
を
改
正
し
、
審
議
能
率
の
向
上
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
て
、
本
年
二
月
以
来
議
院
運

営
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
こ
こ
に
こ
の
成
案
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
、
そ
の
法
案
作
成
理
由
が

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

八
八

国
側
の
主
張
と
し
て
は
、
吉
田
久
委
員
の
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
参
議
院
発
議
の
鍍
案
が
衆
議
院
で
否
決
さ
れ
た
場
合
に
、
両
院
協
議
会
の
請
求
権
は
認

め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
憲
法
五
九
条
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
論
調
で
あ
っ
た
（
『
第
九
十
一
回
帝
国
議
会
貴
族
院
国
会
法
案
特
別
委

員
会
議
事
録
第
一
一
一
二
己
一
九
四
六
年
一
二
月
二
四
日
）
。

（
町
）
第
九
二
回
帝
国
議
会
衆
議
院
本
会
議
で
ふ
た
た
び
法
案
が
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年
の
二
月
二
一
日
で
あ
っ
た
。

（
犯
）
Ｊ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
前
掲
香
、
二
三
七
頁
。

（
羽
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
一
二
月
二
六
日
。

一
九
四
八
年
、
第
二
回
国
会
に
お
い
て
「
国
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
八
七
号
）
」
（
以
下
一
九
四
八
年
改

睦
と
記
載
）
が
成
立
し
た
。
第
一
回
国
会
の
運
営
上
の
不
備
を
改
め
る
と
い
う
名
目
で
あ
り
、
国
会
法
制
定
か
ら
約
一
年
後
の
初
の
大

第
二
節
一
九
四
八
年
改
正
に
よ
る
委
員
会
再
編
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図表２．１国会法改正年表一(1)
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第３次
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第６次’

-章而口

資料により岡崎作成

八
九

改正次 国会回次 年
法律名

(国会法改正該当箇所）
主な改正内容

1947 国会法(昭和22年法律第

79号）

第１次 第１回

(特別会）

1947 全国選挙管理委員会法

(昭和22年法律第154号）

附則第26条

語句修正

第２次 第２回

(通常会）

1948 国会法の一部を改正する

法律

(昭和23年法律第87号）

常任委員会の事項別編成，

趣旨説明

制度，中間報告制度，自由

討議の縮小，等

第３次 第３回

(臨時会）

1948 国会法の一部を改正する

法律

(昭和23年法律第214号）

常任委員会の分割（行政調

査及び人事委員会を「内閣

委員会」と「人事委員会に

分割」

第４次 第６回

(臨時会）

1949 国会法の一部を改正する

法律

(昭和24年法律第221号）

常任委員会再編

(各省設置法による省庁改

変に対応）

自由討議の縮小

第５次 第２１回

(通常会）

1955 国会法の一部を改正する

法律

(昭和30年法律第３号）

常任委員会再編，自由討議

廃止，等

第６次 第26回

(通常会）

1957 内閣法等の一部を改正す

る法律

(昭和32年法律第158号）

附則第４項

語句修正

第７次 第28回

(通常会）

1958 国会法等の一部を改正す

る法律

(昭和33年法律第６５号）

第１条

議員逮捕，議長権限強化

等
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（
５
）
 

西
沢
哲
四
郎
は
、
’
九
四
八
年
の
改
正
に
つ
い
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
働
き
か
け
が
存
在
し
た
一
」
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
西
沢
に
よ
れ

ば
、
第
二
回
国
会
が
召
集
さ
れ
た
直
後
の
一
九
四
八
年
一
月
の
段
階
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
か
ら
国
会
法
の
改
正
へ
の
提
案
が
具
体
的
に
な

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
に
常
任
委
員
会
の
兼
任
を
制
限
す
る
た
め
に
所
属
す
る
委
員
会
を
二
つ
以
内
と
し
、
そ
の
う
ち
一

つ
を
予
算
・
決
算
・
議
院
運
営
・
懲
罰
・
図
書
館
委
員
会
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
各
派
の
委
員
割
り
当
て
に
つ
い
て
の
基
準
の
設
定
規

定
を
設
け
る
こ
と
。
第
三
に
、
事
務
局
職
員
の
任
命
規
定
を
お
こ
な
う
こ
と
。
第
四
に
、
各
派
交
渉
会
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
日
本
側
が
自
発
的
に
お
こ
な
っ
た
改
正
と
し
て
は
、
①
常
任
委
員
長
の
解
任
規
定
、
②
議
院
の
逮
捕
許
諾
の
手
続
き
、
③
最
高

裁
と
の
関
係
、
④
自
由
討
議
の
縮
小
が
あ
っ
た
。

図表２．２第１回国会召集曰所属議員数

（1947年５月２２日）

会派人数

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
影
轡

日本社会党

民主党

日本自由党

国民協同党

無所属倶楽部

日本農民党

日本共産党

名
名
名
名
名
名
名

４
２
９
１
９
７
４
 

４
３
２
３
１
 

１
１
１
 

法
学
志
林
第
一
○
二
巻

計

第
二
号

九
○

名
説
明
さ
れ
て
い
る
。

６
 

妬
一
九
四
八
年
に
改
正
さ
れ
た
項
目
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
「
規
程
の
整
備
」
に
関
す
る

（
３
）
 

も
の
と
、
「
委
員
〈
言
中
心
主
義
の
修
正
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
両

（
４
）
 

者
の
う
ち
、
佐
藤
功
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
「
委
員
会
中
心
主
義
の
修

正
」
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
趣
旨
説
明
に
も
あ
る
、
「
審
議
効
率
」
の
向
上
を
、

本
会
議
の
委
員
会
に
た
い
す
る
介
入
を
強
化
す
る
方
向
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
、
一
九

四
八
年
改
正
法
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
。

一
九
四
八
年
国
会
法
改
正
の
成
立
過
程
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図表２．３ 1948年改正法の主要改正点

(1)規程の整備に関するもの

・会期中における議員の逮捕許諾請求の手続きの整備（第34条の2）

・護運委小委員会協議会の設置（第55条の2）

(2)委員会中心主義の修正・緩和

・委員長解任の制度化（国会法30条の2）

・議案趣旨説明（第56条の2）

.中間報告制度（第56条の3）

・常任委員会を事項別から省庁別への変更（第42条）

(3)審議機関

〔委員会〕議員の常任委員会兼職を３から２へ制限（第４１条第２項）

各会派に対する委員会委員割当数（第46条）

〔本会議〕議員発言時間を議長が制限（第61条第１項）

自由討議回数の件（第78条第１項）

〔両院法規委員会〕両院法規委員会の権限の件（第99条）

両院法規委員会の委員互選の件（第100条第１項）

(4)立法補佐機関

・国立国会図曾館法が制定されたため削除（第105条）

・国ウ国会図轡館法制定のため規定整理（第130条）

・法制局設置（第131条）

・専門調査員名称変更（第43条）

嵐
法
案
内
容
に
関
す
る
審
議
が
、
議
院
運
営
委
員
会
で

雛
開
始
さ
れ
た
の
は
、
一
一
月
下
旬
以
降
で
あ
る
が
、
審
議

岡幼
期
間
中
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
連
絡
を
図
り
、
協
議
が
繰
り
返
さ

鉢
れ
た
。
一
一
一
月
一
一
一
一
日
に
は
、
常
任
委
員
会
の
整
理
と
議

資黒
今
云
運
営
委
員
会
の
小
委
員
会
設
置
、
国
会
法
に
証
人
規

旭
定
を
盛
り
込
む
こ
と
の
一
一
一
点
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
サ
イ
ド
か
ら

九
（
６
）
 

ト
提
一
水
さ
れ
て
い
る
。

編度制鎧
改
正
法
案
の
成
立
過
程

鞍
一
九
四
八
年
改
正
法
案
は
第
二
回
国
会
の
衆
議
院
議

纒院運営委員会で検討されてきた。改正にあたつ
鵜
て
は
、
衆
議
院
の
議
院
運
営
委
員
会
と
事
務
局
法
制
部

ｒ
 

鱸
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
「
国
会
法
改
正
参
考

懸
案
」
を
中
心
と
し
て
、
各
委
員
や
各
派
の
意
見
、
事
務

（
７
）
 

鋳
局
案
等
を
一
括
し
て
審
議
原
案
と
し
た
。

啼一一月一一五日、事前に提出されていた試案にっ
参
い
て
、
大
池
衆
議
院
事
務
総
長
か
ら
逐
条
説
明
が
あ
り
、

九
一
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

九
二

委
員
会
で
の
本
格
的
な
審
議
が
始
ま
つ
（
煙
・
さ
ら
に
、
三
月
に
入
る
と
、
委
員
会
レ
ベ
ル
に
お
け
る
審
議
が
本
格
化
し
、
参
議
院
と
の
両

院
議
員
合
同
打
ち
合
わ
せ
会
を
経
た
六
月
一
一
五
日
に
は
、
改
正
案
が
委
員
長
提
出
法
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
改
正
各
項
目
に

つ
い
て
委
員
会
で
は
逐
冬
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
各
党
提
案
を
調
整
し
試
案
を
つ
く
る
、
と
い
う
作
業
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
提
出

（
９
）
 

さ
れ
た
改
正
法
案
は
即
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
審
査
省
略
の
上
、
全
今
云
一
致
で
通
過
し
、
同
日
、
参
議
院
へ
送
付
さ
れ
た
。
参
議

院
で
は
、
無
所
属
懇
お
よ
び
社
会
党
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
、
七
月
五
日
、
委
員
会
で
は
本
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、

同
日
、
本
会
議
で
も
同
様
に
賛
成
多
数
で
可
決
、
成
立
し
た
。
委
員
会
で
は
法
窒
審
議
の
原
案
や
趣
旨
が
事
務
総
長
か
ら
説
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
際
に
唐
屋
栞
を
作
成
し
て
審
議
の
中
で
修
正
案
を
ま
と
め
て
い
っ
た
の
も
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
だ
っ
た
可
能

簾
一
一
力

圃
糾
ね
辻
二
豈
堅
〒
４
睡
閉
借
に
四
四
把
凹
賄
卉
虫
巾
騨
出
、
岬
国
Ⅳ
四
国

９
劃

二
改
正
に
と
も
な
う
主

要
な
制
度
変
化

一
九
四
八
年
に
改
正
さ
れ

た
条
文
は
多
岐
に
渡
っ
て
い

る
が
、
こ
の
う
ち
委
員
会
で

性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
委

員
会
で
「
逐
条
審
議
」
が
行

わ
れ
て
い
る
の
も
、
留
意
す

（
Ⅶ
）
 

べ
き
点
で
あ
る
。

1997年
(第142回）

2000年
(第147回）

2001年
(第151回）

内閣

地方行政

法務

外務

大蔵

文教

厚生

農林水産

商工

連輸

逓信

労働

建設

科学技術

環境

予算

蕊行政
議院運営

懲罰

内閣

地方行政

法務

外務

大蔵

文教

厚生

農林水産

商工

運輸

逓信

労働

建設

科学技術

環境

国家基本
政策委

予算

決算行政
監視

議院運営

慾罰

内閣

総務

法務

外務

財政金融

文部科学

厚生労働

農林水産

経済産業

国士交通

環境

安全保障

国家基本
政策

予算

決算行政
監視

議院運営

懲罰

1991年
(第123回）

内閣

地方行政

法務

外務

大蔵

文教

厚生

農林水産

商工

運輸

逓信

労働

建設

安全保障

科学技術

環境

予算

決算

議院運営

懲罰
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図表２．４常任委員会数変遷表（衆議院）

の
審
議
が
集
中
し
た
の
は
、

主
と
し
て
、
常
任
委
員
会
編

成
の
事
項
別
か
ら
省
庁
別
へ

の
変
更
、
議
院
運
営
委
員
会

小
委
員
会
協
議
会
の
設
置

（
第
五
五
条
の
二
）
、
議
員
逮

捕
許
諾
請
求
の
件
（
第
三
四

条
の
二
）
、
の
三
点
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。

常
任
委
員
会
の
事
項
別
か
ら
省

庁
別
へ
の
移
行
（
第
四
一
条
・

第
四
二
条
）

常
任
委
員
会
の
再
」
編
は
戦

後
の
国
会
運
営
の
中
で
も
、

重
要
な
転
換
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
一
九
四
八
年
改
正
法
で

九

施行年
(国会回次）

1946年
(第１回）

1948年
(第３回）

1949年
(第６回）

1955年
(第２２回）

1980年
(第92回）

1991年
(第121回）

委員会名

外務

治安及び
地方

国土計画

司法

文教

文化

厚生

労働

農林

水産

商業

鉱工業

電気

運輸及び
交通

通信

財政及び
金融

子算

決算

議院運営

図瞥館運営

慾罰

内閣

人事

地方行政

経済安定

法務

外務

大蔵

文部

厚生

商工

農林

水産

運輪

逓信

労働

建設

予算

決算

議院運営

懲罰

図曾館運営

内閣

人事

地方行政

法務

外務

大蔵

文部

厚生

農林

水産

通商産業

運輸

郵政

電気通信

労働

建設

経済安定

予算

決算

議院運営

慾罰

図瞥館運営

内閣

地方行政

法務

外務

大蔵

文教

社会労働

農林水産

商工

運輸

逓信

建設

予算

決算

識院運営

懲罰

内閣

地方行政

法務

外務

大蔵

文教

社会労働

農林水産

商工

運輸

逓信

建設

科学技術

環境

予算

決算

議院運営

慾罰

内閣

地方行政

法務

外務

大蔵

文教

厚生

農林水産

商工

運輸

逓信

労働

建設

科学技術

環境

予算

決算

議院運営

慾罰
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蟻
院
運
営
委
員
会
小
委
員
会
協
蟻
会
の
股
置
（
第
五
五
条
の
二
）

法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

九
四

は
、
常
任
委
員
会
を
そ
れ
ま
で
の
事
項
別
か
ら
、
省
庁
別
に
蔓
編
し
た
。
（
図
表
二
・
四
）
。
浅
沼
稲
次
郎
衆
議
院
議
院
運
當
委
員
長
は
、

改
正
法
案
の
趣
旨
説
明
の
中
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
「
内
閣
関
係
は
所
管
事
項
が
非
常
に
多
い
の
で
、
四
つ
の
委
員
会
に
わ
か
ち
、

そ
の
他
は
原
則
と
し
て
各
省
別
の
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
予
算
、
決
算
、
議
院
運
営
、
懲
罰
及
び
図
書
館
運
営
の
各
委
員
会
は
従

（
Ⅱ
〉

来
通
り
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
二
一
あ
っ
た
委
員
会
は
二
○
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ（
旧
）

と
同
時
に
、
一
人
の
議
員
が
所
属
で
き
る
常
任
委
員
会
を
一
一
つ
ま
で
に
判
型
限
し
、
と
く
に
所
管
省
庁
委
員
会
に
つ
い
て
は
一
つ
と
改
め
た
。

事
項
別
か
ら
省
庁
別
に
再
編
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
大
池
事
務
総
長
は
二
月
二
五
日
の
委
員
会
に
お
け
る
趣
旨
説
明
で
、
第
四
二
条
改

正
を
「
今
度
の
改
正
案
の
中
心
点
」
と
位
置
づ
け
、
「
事
項
別
に
す
る
と
そ
の
事
項
が
こ
っ
ち
の
委
員
会
に
も
あ
っ
ち
の
委
員
会
に
も
関

係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
付
託
関
係
で
い
ろ
い
ろ
め
ん
ど
う
を
生
じ
た
結
果
、
も
し
減
ら
す
考
え
方
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
各
省

（
旧
）

別
に
設
け
、
そ
れ
以
外
に
必
要
な
も
の
を
置
く
形
の
ほ
う
が
、
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
だ
け
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
」
と
説
明
し
た
。
同

様
の
指
摘
は
西
沢
ら
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
当
時
の
国
会
職
員
に
は
浸
透
し
た
認
識
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

い
わ
ゆ
る
「
分
担
管
理
」
に
も
と
づ
い
た
、
そ
の
後
の
省
庁
別
政
官
業
癒
着
の
出
発
点
が
こ
こ
に
あ
る
。

ま
た
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
衆
参
両
院
の
議
院
運
営
委
員
会
合
同
審
査
会
の
場
に
お
い
て
、
参
議
院
側
か
ら
、
国
会
法
制
定
か
ら
間

（
川
）

も
な
い
時
期
で
の
制
度
変
更
に
つ
い
て
、
「
時
期
坐
凹
早
」
と
の
意
見
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
結

局
、
衆
議
院
側
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
か
た
ち
で
、
省
庁
所
管
別
へ
の
移
行
を
総
選
挙
後
国
会
か
ら
の
実
施
し
、
そ
の
際
に
は
所
管
が
多

岐
に
わ
た
る
内
閣
委
員
会
の
み
を
分
割
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
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三
委
員
会
中
心
主
義
の
縮
小

今
日
ま
で
の
審
議
制
度
の
変
遷
過
程
の
中
で
一
九
四
八
年
の
改
正
を
捉
え
る
と
き
、
常
任
委
員
会
省
庁
タ
テ
割
り
と
並
ん
で
重
要
な
変

更
は
、
趣
旨
説
明
制
度
と
中
間
報
告
制
度
の
導
入
で
あ
る
。
議
案
趣
旨
説
明
制
度
と
は
、
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
で
の
審
議
が
終
了
す

る
前
に
議
案
の
趣
旨
説
明
を
行
う
（
第
五
六
条
の
二
）
も
の
で
あ
り
、
中
間
報
告
制
度
は
、
委
員
会
で
審
議
中
の
議
案
に
つ
い
て
、
本
会

議
で
の
中
間
報
告
を
す
る
事
が
で
き
る
と
し
た
制
度
で
あ
る
（
第
五
六
条
の
三
）
。
加
え
て
、
こ
の
中
間
報
告
が
あ
っ
た
場
合
、
委
員
会

審
査
に
期
限
を
付
け
、
さ
ら
に
本
会
議
で
審
査
で
き
る
規
定
を
設
け
た
。

議
院
運
営
委
員
会
小
委
員
会
協
議
会
（
以
下
、
「
小
委
員
会
協
議
会
」
と
す
る
）
は
、
日
々
の
議
事
運
営
は
す
べ
て
公
表
さ
れ
る
べ
き

だ
と
い
う
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
に
よ
り
、
当
時
秘
密
会
だ
っ
た
交
渉
会
に
替
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
。
帝
国
議
会
か
ら
の
慣
習
で
あ

る
各
派
交
渉
会
の
廃
止
と
、
議
院
運
営
委
員
会
小
委
員
会
協
議
会
設
置
は
、
非
公
開
か
ら
公
開
原
則
の
委
員
会
付
属
機
関
と
な
る
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
国
会
運
営
の
協
議
手
法
の
変
更
を
、
少
な
か
ら
ず
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
各
派
協
議
会
で
は
会
派
構
成

（
烟
）

は
基
本
的
に
各
党
代
表
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
多
数
決
に
よ
ら
ず
、
全
〈
室
一
致
に
よ
る
決
定
を
原
則

と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
常
任
委
員
会
で
あ
る
議
院
運
営
委
員
会
の
付
属
機
関
と
な
れ
ば
、
従
来
の
会
派
構
成
や
議
決
方
法
に
変
化
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
実
質
的
な
審
議
決
定
機
関
と
は
な
り
え
ず
、
後
の
一
九
五
八
年
改
正
時
に
更
に
修
正
、
議

（
肥
）

事
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
実
質
的
な
協
議
の
場
と
は
な
り
蕾
え
な
か
っ
た
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
三
）
（
岡
崎
）

九
五
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中
間
報
告
制
度

（
四
）

中
間
報
告
制
度
は
、
議
院
規
則
（
衆
議
院
規
則
第
一
二
一
一
条
）
と
し
て
衆
議
院
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、
当
初
は
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
国
会
法
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
衆
議
院
規
則
の
い
わ
ば
、
「
格
上
げ
」
に
関
し
て
は
、
一
九
四
八
年
四

本
会
議
「
趣
旨
説
明
制
度
」
と
「
中
間
報
告
制
度
」
の
導
入
は
、
委
員
会
中
心
主
義
に
修
正
を
加
え
る
と
い
う
大
き
な
制
度
改
正
で
あ

る
。
し
か
し
、
両
案
件
と
も
委
員
会
に
お
け
る
逐
条
審
議
の
場
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
審
議
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
当
時
は
あ
ま
り
論

点
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
う
し
た
審
議
状
況
の
中
で
あ
っ
て
、
大
池
眞
事
務
総
長
が
趣
旨
説
明
制
度
導
入
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
、
四
月
一
五
日
の
委
員
会
答

弁
の
中
で
、
「
た
だ
い
ま
の
印
刷
能
力
の
関
係
上
、
そ
れ
（
筆
者
註
如
法
案
の
委
員
会
に
お
け
る
説
明
書
）
が
直
接
お
手
も
と
に
届
く
の

が
遅
れ
る
関
係
で
、
特
に
趣
旨
弁
明
を
聴
い
た
方
が
い
い
と
運
営
委
員
会
で
お
認
め
に
な
っ
た
も
の
に
限
っ
て
、
本
会
議
に
上
程
し
て
、

（
Ⅳ
）
 

趣
旨
弁
明
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
由
討
議
も
付
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
説
明
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
の

主
張
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
趣
旨
説
明
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
戦
後
間
も
な
い
国
会
に
お
け
る
特
殊
事
情
で
あ
る
と
い
う
｝
」
と
に

（
肥
）

な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
、
「
政
府
が
本
会
議
で
必
ず
趣
旨
弁
明
を
し
た
、
あ
の
形
の
一
部
復
活
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
趣
旨
説
明

制
度
の
具
体
的
改
正
理
由
に
関
す
る
議
論
は
、
こ
れ
以
降
本
格
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
形
跡
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
真
否
に
つ
い
て
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
当
時
の
議
員
お
よ
び
国
会
職
員
の
中
で
、
帝
国
議
会
の
慣
習
が
あ
る
程
度
念
頭

に
あ
っ
た
上
で
の
「
復
活
」
論
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

法
学
志
林

本
会
錨
趣
旨
脱
明
制
度

第
一
○
二
巻
第
二
号

九
六
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四
一
九
四
八
年
改
正
の
特
徴

一
九
四
八
年
改
正
の
特
徴
は
、
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
委
員
会
中
心
主
義
が
わ
ず
か
一
年
で
大
幅
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
第
二

回
国
会
冒
頭
か
ら
衆
・
参
両
院
に
お
け
る
議
院
運
営
委
員
会
は
、
六
月
の
会
期
末
ま
で
こ
の
国
会
法
改
正
案
の
審
議
に
多
く
費
や
し
た
。

そ
の
委
員
会
開
催
数
は
、
衆
議
院
で
二
八
回
、
参
議
院
で
一
四
回
を
数
え
、
両
院
の
両
院
議
院
運
営
委
員
に
よ
る
懇
談
会
や
打
ち
合
わ
せ

会
も
開
か
れ
た
。
改
正
さ
れ
た
各
項
目
の
う
ち
、
常
任
委
員
会
再
編
、
趣
旨
説
明
の
導
入
お
よ
び
中
間
報
告
制
度
導
入
な
ど
は
「
審
議
効

（
鯛
）

率
の
向
上
を
図
る
た
め
の
改
正
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
皮
肉
に
も
こ
こ
で
導
入
さ
れ
た
趣
旨
説
明
要
求
制
度
・
中
間
報
告
制
度
等
は
、
の
ち
に
強
い
「
国
対
」
主
導
の
国
会
運
営
の

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
二
）
（
岡
崎
）

九
七

月
一
五
日
の
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
の
審
議
の
中
で
、
小
沢
佐
重
喜
委
員
が
「
（
中
略
）
こ
れ
（
筆
者
註
”
衆
議
院
規
則
第
一
二
二
条

第
二
項
）
を
国
会
法
に
も
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
、
委
員
会
制
度
と
背
反
し
た
考
え
方
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
、
疑
問
を
呈
し
て

（
釦
）

い
る
。
衆
議
院
規
則
の
「
委
員
〈
室
の
審
査
中
の
議
案
を
何
時
で
も
議
員
の
議
決
さ
え
あ
れ
ば
本
会
議
に
も
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
規
定
を
そ
の
ま
ま
適
応
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
、
中
間
報
告
を
お
こ
な
っ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
議
院
が
「
特
に
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
た
と
き
」
、
議
院
の
会
議
す
な
わ
ち
本

会
議
に
お
い
て
審
議
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
委
員
会
の
自
律
的
審
議
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
条

項
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
導
入
さ
れ
た
中
間
報
告
制
度
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
用
い
ら
れ
た
事
例
は
、
第
一
六
回
国
会
の
ス
ト

（
Ⅲ
）
 

規
制
法
案
、
第
一
九
回
国
〈
室
に
お
け
る
警
察
法
案
、
第
二
四
回
国
〈
室
に
お
け
る
新
教
育
委
員
会
法
案
の
審
議
過
程
で
実
施
さ
れ
た
数
例
に

（
躯
）

す
ぎ
ず
、
そ
の
後
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

九
八

中
で
、
委
員
会
審
議
の
形
骸
化
の
一
助
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
常
任
委
員
会
が
事
項
別
か
ら
省
庁
別
へ
の
移
行
は
記
省
庁
の
委

員
会
に
お
け
る
住
み
分
け
と
省
庁
タ
テ
割
り
構
造
化
を
も
た
ら
し
た
。
委
員
会
中
心
主
義
の
修
正
は
、
ど
の
程
度
の
［
日
的
を
も
っ
て
お
こ

な
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
委
員
会
審
議
の
内
容
を
見
る
限
り
、
一
九
四
八
年
で
の
議
論
の
中
心
は
常
任
委
員
会
の
再
編
、
議
運

小
委
員
会
協
議
会
の
設
置
、
議
員
逮
捕
許
諾
請
求
の
三
点
で
あ
り
、
本
会
議
趣
旨
説
明
要
求
お
よ
び
中
間
釦
筈
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
の

関
心
は
、
終
始
低
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
議
会
が
抱
え
て
い
る
直
近
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
委
員
会
中
心
主
義
と
い
っ
た
観
点
で
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

一
九
四
八
年
の
国
会
法
改
正
に
お
い
て
は
、
国
会
法
で
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
本
会
議
に
お
け
る
自
由
討
議
制
度
が
早
く
も
縮
小
さ
れ

た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
改
正
点
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
八
年
改
正
法
で
は
、
自
由
討
議
に
関
す
る
規
定
（
七
八
条
）
に
つ
い
て
、

本
会
議
に
お
け
る
自
由
討
議
の
開
催
規
定
を
少
な
く
と
も
「
二
週
間
に
一
向
こ
か
ら
「
三
週
間
に
一
回
」
へ
変
更
を
加
え
た
。
こ
の
自
由

討
議
の
い
わ
ば
「
縮
小
化
」
は
、
日
本
側
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
議
院
運
當
委
員
会
に
審
議
の
場
が
移
さ
れ
た
後
は
、
ほ
と

ん
ど
議
論
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
前
年
に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
自
由
討
議
制
度
で
あ
る
が
、
委
員
会
再
編
や
趣
旨
説
明
制
度
等
と

比
較
し
て
も
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
議
員
間
の
相
互
討
論
を
め
ざ
し
た
自
由
討
議
制
度
は
、
次
の
大
規
模
改
正
で

あ
る
一
九
五
五
年
の
国
会
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
完
全
に
廃
止
さ
れ
る
。

帝
国
議
会
の
慣
習
と
宮
主
導
の
状
況
を
色
濃
く
残
し
た
当
時
の
国
会
の
中
に
あ
っ
て
、
一
九
四
八
年
改
正
法
の
目
的
に
掲
げ
ら
れ
た

「
審
議
効
率
の
向
上
」
と
は
、
行
政
効
率
主
義
的
法
改
正
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
１
）
国
会
法
の
第
一
次
改
正
は
、
第
一
回
国
会
の
一
九
四
七
年
一
二
月
二
日
に
成
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
全
国
趨
挙
管
理
委
員
開
放
の
制
定
に
と
も
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一

どる
｡ 

（
６
）
『
西
沢
哲
四
郎
文
番
』
二
四
九
）
国
立
国
会
図
掛
館
愈
政
資
料
室
所
蔵
参
照
。

（
７
）
改
正
案
段
階
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
は
、
参
議
院
事
務
局
『
国
会
法
改
正
経
過
概
要
』
一
九
五
九
年
、
を
参
照
し
た
。

（
８
）
試
案
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
主
導
と
な
り
作
成
し
事
前
に
委
員
に
配
布
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
各
党
各
派
か
ら
の
提
示
は
こ
の
時
点
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
大
池
事
務
総
長
は
言
及
し
て
い
る
（
『
第
二
回
国
会
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
議
録
第
十
五
号
』
一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
）
。

（
９
）
委
員
会
提
出
法
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
に
お
け
る
審
査
を
省
略
す
る
と
い
う
先
例
が
あ
り
、
こ
の
と
き
も
こ
れ
に
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ｎ
）
’
九
四
八
年
国
会
法
改
正
時
に
は
、
事
務
局
総
長
が
試
案
を
説
明
し
、
こ
れ
に
た
い
し
委
員
が
総
長
あ
る
い
は
委
員
長
に
質
疑
を
お
こ
な
う
と
い
う
形
式

が
逐
条
審
蟻
に
よ
り
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
各
項
目
に
つ
い
て
委
員
会
レ
ベ
ル
で
細
か
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
逐
条
審
凝
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
一
九
四
八
年
四
月
一
五
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
浅
沼
委
員
長
が
冒
頭
に
「
そ
れ
で
は
昨
日
に
引
続
き
ま
し
て
国
会
法
改
正
案
に
つ
い
て

逐
条
審
蟻
に
入
り
ま
す
。
」
と
明
言
し
て
い
る
（
『
第
二
回
国
会
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
議
録
第
二
十
九
号
』
一
九
四
八
年
四
月
一
五
且
。

（
皿
）
『
第
二
回
国
会
衆
議
院
本
会
議
事
録
第
七
十
号
』
一
九
四
八
年
六
月
二
六
日
。
参
議
院
事
務
局
「
国
会
法
改
正
経
過
概
要
」
一
九
五
九
年
参
照
。

（
⑫
）
後
に
こ
の
規
定
は
改
正
さ
れ
て
い
る
。

（
過
）
『
第
二
回
国
会
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
議
録
第
十
五
号
』
一
九
四
六
年
二
月
二
五
日
、
二
頁
。
ま
た
、
こ
の
と
き
大
池
総
長
は
、
所
管
別
へ
の
移
行
が

検
討
さ
れ
た
際
、
「
各
省
別
」
案
の
ほ
か
に
「
各
省
各
庁
別
」
案
が
あ
っ
た
が
委
員
会
数
が
多
く
な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
見
送
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

（
４
）
「
こ
の
昭
和
二
三
年
の
改
正
は
、
第
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
の
最
初
の
運
営
の
経
験
に
か
ん
が
み
て
、
不
備
の
点
を
改
め
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
委
員
会
中
心
主
義
の
緩
和
・
修
正
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
」
（
佐
藤
功
、
前
掲
論
文
、
四
七
頁
）
。

（
５
）
『
憲
法
調
査
会
第
二
委
員
会
第
四
回
会
識
議
事
録
』
一
九
五
九
年
二
月
二
五
日
。
西
沢
哲
四
郎
が
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
委
員
会
に
お
け
る
発
言
に
よ

な
う
語
句
改
正
で
あ
っ
た
。

（
２
）
こ
の
と
き
の
自
由
対
蟻
制
度
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
四
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
衆
議
院
・
参
議
院
編
『
議
会
制
度
百
年
史
函
議
会
制
度
編
』
一
九
九
○
年
、
二
一
四
’
二
一
五
頁
、
の
区
分
に
よ
る
。
ま
た
、
佐
藤
功
は
同
様
の
区
分
に

つ
い
て
①
規
定
の
整
備
に
関
す
る
も
の
、
②
委
員
会
中
心
主
義
の
修
正
・
緩
和
と
し
て
い
る
（
佐
藤
功
「
国
会
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
三
六
一
号
、
一
九
六
七

年
一
月
、
四
七
頁
）
。

る
｡ 

『
第
二
回
国
会
衆
議
院
蟻
院
運
営
委
員
会
蕊
録
第
三
十
四
号
』
一
九
四
八
年
五
月
六
日
。

国
会
法
の
変
遷
と
委
員
会
制
度
の
展
開
（
三
（
岡
崎
）

九
九
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法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
二
号

一
○
○

両
）
各
派
交
渉
会
の
委
員
栂
成
は
、
各
派
交
渉
会
規
程
に
も
と
づ
き
、
第
九
○
回
帝
国
議
会
お
よ
び
第
一
回
・
第
二
回
国
会
に
お
い
て
は
、
大
会
派
に
お
い
て

は
五
、
六
名
、
小
会
派
に
お
い
て
は
一
名
で
構
成
さ
れ
て
き
た
［
第
二
回
国
会
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
議
録
第
二
十
三
号
』
一
九
四
六
年
四
月
一
日
。
中

野
四
郎
委
員
の
発
言
に
も
と
づ
い
て
い
る
）
。

（
咽
）
議
院
運
営
委
員
会
小
委
員
会
、
議
事
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
で
詳
述
し
て
い
る
。

行
）
『
第
二
回
国
会
衆
議
院
蟻
院
運
営
委
員
会
議
録
第
二
十
九
号
』
一
九
四
八
年
四
月
一
五
日
。
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
法
案
の
説
明
街
は
、
予
算
と
同
様
、

議
員
に
配
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
旧
）
石
田
一
松
委
員
の
発
言
○
『
第
二
回
国
会
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
議
録
第
二
十
九
号
』
一
九
四
八
年
四
月
一
五
日
。

（
四
「
議
院
は
委
員
会
の
審
査
中
の
事
件
に
つ
い
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
中
間
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
中
間
報
告
が
あ
っ
た
事
件
に

つ
い
て
、
議
院
が
特
に
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
会
の
審
査
に
期
限
を
附
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
査
期
間
内
に
審
査
を
終
わ
ら
な
か
っ
た
と

き
は
、
委
員
会
は
、
審
査
期
間
の
延
長
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
衆
議
院
規
則
第
一
二
二
条
）
。
な
お
、
こ
の
衆
錨
院
規
則
第
一
二
二
条
は
、
国
会
法
改

正
に
と
も
な
い
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
卯
）
大
池
漣
事
務
総
長
の
発
言
に
よ
る
（
『
第
二
回
国
会
衆
識
院
議
院
運
営
委
員
会
識
録
第
三
十
已
己
一
九
四
八
年
月
二
二
日
）
。

面
）
’
九
五
六
年
、
第
二
四
回
国
会
に
お
い
て
新
教
育
委
員
会
法
案
は
、
四
月
二
○
日
の
本
会
議
に
お
い
て
中
間
報
告
を
求
め
る
動
議
が
可
決
さ
れ
文
教
委
員

長
が
報
告
を
行
っ
た
。
更
に
そ
の
直
後
に
こ
の
法
案
を
鰯
院
が
審
鍍
す
る
旨
の
動
議
も
可
決
さ
れ
、
同
日
、
本
会
議
に
お
い
て
審
蟻
し
、
可
決
し
て
い
る
（
衆

議
院
事
務
局
編
『
衆
識
院
先
例
集
平
成
六
年
版
』
一
九
九
四
年
、
二
七
五
頁
）
。

（
翌
中
間
報
告
制
度
が
国
会
法
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
る
前
に
、
衆
繊
院
規
則
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
一
九
四
七
年
、
第
一
回
国
会
の
臨
時
石
炭

鉱
業
管
理
法
案
が
あ
る
。
一
一
月
二
二
日
の
本
会
蟻
に
お
い
て
中
間
報
告
を
求
め
る
動
議
が
可
決
さ
れ
鉱
業
委
員
長
が
中
間
報
告
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
の
後
の

動
議
に
お
い
て
委
員
会
の
審
査
に
二
日
後
の
二
四
日
ま
で
に
審
査
を
終
了
す
る
旨
の
期
限
が
附
さ
れ
た
（
衆
議
院
事
務
局
編
『
衆
議
院
先
例
巣
平
成
六
年
版
」

一
九
九
四
年
、
二
七
一
一
一
’
二
一
一
一
六
頁
）
。

（
鋼
）
『
第
二
回
国
会
衆
議
院
本
会
議
事
録
第
七
十
号
』
一
九
四
八
年
六
月
二
六
日
。
浅
沼
稲
次
郎
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
長
に
よ
る
趣
旨
説
明
の
中
で
の
発
言

で
あ
る
。
浅
沼
委
員
長
は
、
こ
の
ほ
か
の
審
繊
能
率
の
た
め
の
改
正
点
と
し
て
、
会
期
不
継
続
の
原
則
の
例
外
規
定
、
法
制
局
の
設
躍
、
専
門
調
査
員
の
専
門

員
へ
の
改
称
を
あ
げ
て
い
る
。
法
制
局
、
専
門
調
査
員
な
ど
の
立
法
ス
タ
ッ
フ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
詳
述
す
る
。
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